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「
お
い
し
い
野
菜
と
く
だ
も
の
委
員
会
」
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
「
野
菜
料
理
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
●
野
菜
を
一
日
に
何
種
類
く
ら
い

　
食
べ
た
い
？
　

　
一
日
に
野
菜
を
３
〜
５
種
類
食
べ
た
い
人
が
一

位
で
３
９
％
、
二
位
が
６
〜
８
種
類
で
３
３
％
、

こ
の
２
つ
の
回
答
で
７
２
％
と
な
り
ま
す
。
平
均

的
に
は
、
約
５
種
類
く
ら
い
で
す
。

　
女
性
の
方
が
、
目
標
値
が
高
く
６
種
類
弱
、
男

性
は
約
４
種
類
く
ら
い
で
す
。

　
１
２
種
類
以
上
食
べ
た
い
と
い
う
ヘ
ビ
ー
ユ
ー

ザ
ー
も
約
８
％
ほ
ど
い
ま
す
。

　
逆
に
、
２
種
類
以
下
が
目
標
と
い
う
人
が
２
％

強
い
ま
す
。

●
一
日
の
目
標
は
達
成
し
て
い
る
？

　
「
確
実
に
」
と
「
ほ
ぼ
食
べ
て
い
る
」
を
合
わ

せ
て
３
４
％
、
約
三
分
の
一
が
達
成
し
て
い
る
と

い
う
状
態
。
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
２
０

％
で
、
あ
と
の
人
は
未
達
成
（
半
分
弱
）
。

　
四
〇
・
五
〇
・
六
〇
代
で
達
成
度
が
若
干
高
く
、

一
〇
・
二
〇
・
三
〇
代
で
は
「
ほ
と
ん
ど
と
っ
て

い
な
い
」
の
割
合
が
高
く
な
り
ま
す
。
（
前
者
が

約
５
％
く
ら
い
に
対
し
て
、
後
者
は
１
０
％
強
と

な
っ
て
い
ま
す
）

　
全
体
に
、
目
標
値
が
高
い
人
ほ
ど
、
達
成
率
は

低
く
な
る
傾
向
が
見
え
ま
す
。

●
野
菜
料
理
は
、

　
生
で
？
　
そ
れ
と
も
加
熱
し
て
？

　
実
際
の
野
菜
消
費
は
、
料
理
の
形
で
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
生
・
加
熱
半
々
で
」
が
一
位
で
５
２
％
、
「
加

熱
の
方
が
多
い
」
「
ほ
と
ん
ど
加
熱
」
を
合
わ
せ

る
と
３
９
％
、
「
ほ
と
ん
ど
生
」
「
生
の
方
が
多

い
」
の
合
計
は
わ
ず
か
に
９
％
で
す
。
男
性
の
方

が
、
「
生
」
の
比
率
が
若
干
高
く
、
女
性
は
「
加

熱
の
比
率
が
高
い
で
す
。
２
７
％
の
女
性
が
「
ほ

と
ん
ど
加
熱
」
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

「
生
」
は
未
婚
者
で
高
く
、
「
「
加
熱
」
は
既
婚

者
で
高
い
傾
向
で
す
。

　
一
日
摂
取
目
標
値
の
高
い
人
は
、
「
加
熱
」
が

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
　
　

●
野
菜
料
理
を
毎
日
作
る
？

　
Ｙ
Ｅ
Ｓ
が
７
０
％
で
す
。
毎
日
作
る
人
の
一
位

メ
ニ
ュ
ー
は
サ
ラ
ダ
で
す
。

　
一
般
に
、
良
く
作
る
野
菜
料
理
は
、
炒
め
物
と

煮
物
で
す
。
多
種
多
様
な
料
理
名
が
上
が
っ
て
お

り
、
料
理
種
類
で
２
５
種
、
料
理
名
で
３
４
０
と

い
う
数
に
な
り
ま
す
。

●
６
つ
の
料
理
法
で
、

　
中
心
野
菜
は
２
０
品
目

　
生
・
炒
め
る
・
揚
げ
る
・
煮
る
・
ゆ
で
る
・
焼

く
と
い
う
基
本
的
な
料
理
法
で
、
使
用
頻
度
上
位

５
位
ま
で
に
入
る
野
菜
は
、
全
部
で
２
０
品
種
。

こ
の
２
０
品
種
が
家
庭
野
菜
料
理
の
「
常
備
野
菜
」

と
い
え
ま
す
。
複
数
料
理
に
使
え
る
野
菜
は
１
０

品
種
で
、
こ
れ
は
「
臨
機
応
変
野
菜
」
と
言
え
ま

す
。
生
に
特
異
的
な
品
種
３
品
（
き
ゅ
う
り
・
レ

タ
ス
・
ト
マ
ト
）
は
「
生
最
適
野
菜
」
と
い
え
ま

す
。
●
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

　
し
て
い
る
？
　

　
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と
Ｎ
Ｏ
、
半
々
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
が
良

い
食
事
の
た
め
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
一
位

野
菜
を
た
く
さ
ん
と
る
こ
と
、
で
す
。
二
位
以
下

の
留
意
事
項
を
ま
と
め
る
と
、
多
種
多
様
な
食
材

を
多
様
な
料
理
で
食
べ
よ
う
と
す
る
意
志
が
垣
間

見
え
ま
す
。

　　
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
る
野
菜
種
類
を
半
数
の

人
が
食
べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
の
た
め
に
、
野
菜
を
多
く
食
べ
な
く
て
は
と

思
っ
て
い
な
が
ら
、
約
半
数
は
バ
ラ
ン
ス
良
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
こ
と
を
裏
返
し
て
言
え
ば
、
ニ
ー
ズ
は
あ

る
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
あ
る
種
の
バ
リ
ア
ー
が
、
潜
在
的
な
ニ
ー

ズ
の
顕
在
化
を
阻
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
野
菜
が
必
要
で

す
。
　
バ
リ
ア
ー
は
、
生
産
（
＝
商
品
）
・
流
通
（
＝

販
売
）
・
消
費
（
＝
料
理
）
の
各
段
階
に
そ
れ
ぞ

れ
存
在
し
て
い
ま
す
。

■
消
費
の
最
終
段
階
は
、
料
理
で
す
。
常
備
野
菜
・

臨
機
応
変
野
菜
・
生
最
適
野
菜
の
中
心
２
０
品

種
の
生
産
者
・
供
給
者
は
、
こ
の
２
０
品
目
の

バ
リ
ア
ー
が
何
か
を
発
見
し
、
そ
れ
を
取
り
除

け
ば
、
需
要
拡
大
が
計
れ
ま
す
。

■
２
０
品
目
以
外
の
生
産
者
・
供
給
者
は
、
２
０

品
目
に
仲
間
入
り
す
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め

取
り
除
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
バ
リ
ア

ー
は
何
か
を
発
見
し
対
処
し
な
け
れ
ば
、
販
売

拡
大
が
図
れ
ま
せ
ん
。

■四国ブロック農業法人交流会開催
　される
　この７月１日（月）から２日（火）に徳島

市：眉山会館にて農業法人交流会が開催され

ました。

　初日は、徳島の４法人の現地研修、（有）

坂部農園（鳴門金時）・（有）武市園芸（水

耕トマト）・（有）竹内園芸（野菜・花壇

苗）・（有）丸浅苑（菌床椎茸）を視察しま

した。

　翌２日は、４分科会毎に分かれ意見交換が

行なわれました。

第４分科会は、若手の会分科会として３５歳

以下の経営者、後継者、社員対象の会が設け

られました。

　はじめてということもあり最初は少々緊張

気味でしたが後半は全員が意見を述べ、お互

いのコミニュケーションがとれる雰囲気のと

ころまで行けたと感じました。今後、これを

機会に彼らがお互いに情報交換を積み重ねて

各人の農業に対する思いを実現してくれたら

と思います。（交流会に参加して・K）
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 ⑦

◇７月５日

　　H14年度　京都府農業法人　
　　経営者会議定期総会

　　（京都：ルビノ京都堀川）

◇７月６日

　　農業法人合同会社説明会

　　（仙台：仙台サンプラザ）

◇７月８日

　　食料・農業・農村審議会企画部会

　　（東京：三田）

今後のスケジュール


